
◎
二
〇
一
一
年
度
給
与
改
定

▼
組
合

人
事
院
勧
告
（
〇
・
二
三
％
）

の
給
与
改
定
に
つ
い
て
は
、
給
与
改
定
の

決
着
が
遅
れ
れ
ば
、
昨
年
四
月
分
か
ら
の

減
額
調
整
に
係
わ
る
従
業
員
の
負
担
が
大

き
く
な
る
た
め
に
、
米
側
と
の
協
議
を
急

ぐ
よ
う
求
め
た
。

◆
防
衛
省

特
例
法
の
成

立
に
合
わ
せ
た
内
容
の
給

与
改
定
を
米
側
に
提
案
、

そ
の
後
に
防
衛
省
地
方
協

力
局
次
長
と
在
日
米
軍
副

司
令
官
が
協
議
し
た
が
、

人
事
院
勧
告
に
準
じ
た

基
本
給
引
下
げ
を
格
差

給
・
語
学
手
当
の
経
過

措
置
に
反
映
す
る
手
法

に
つ
い
て
意
見
相
違
が

あ
り
合
意
に
は
至
ら
ず
、

と
の
経
緯
を
説
明
し
た
。

そ
の
上
で
従
業
員
の
負

担
が
大
き
く
な
る
こ
と

を
認
め
た
上
で
、
で
き

れ
ば
六
月
下
旬
の
週
に

も
再
協
議
す
る
意
向
を

明
ら
か
に
し
た
。

な
お
、
公
務
員
へ
の

震
災
特
例
法
七
・
八
％

に
つ
い
て
は
、
組
合
と
し
て
受
入
れ
を
断

固
反
対
の
姿
勢
を
貫
い
て
お
り
、
防
衛
省

か
ら
の
説
明
も
拒
否
し
続
け
て
い
る
。

◎
格
差
給
・
語
学
手
当
経
過
措
置
の
継
続

▼
組
合

来
年
度
予
算
の
概
算
要
求
が
八

月
に
締
め
切
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
格
差
給
・

語
学
手
当
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
の
継

続
は
、
ど
こ
ま
で
検
討
が
進
ん
で

い
る
の
か
質
し
た
。

◆
防
衛
省

二
〇
一
三
年
度
概
算

要
求
に
向
け
て
現
在
検
討
を
進
め

て
い
る
状
況
と
の
と
回
答
に
留
ま
っ

た
。

▼
組
合

検
討
内
容
を
示
せ
な
い

の
は
残
念
と
し
た
上
で
、
前
回
の

闘
争
で
は
「
経
過
措
置
は
、
今
後

と
も
駐
留
軍
等
労
働
者
の
将
来
の

生
活
設
計
に
支
障
が
な
い
よ
う
継

続
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
り
た

い
。
」
と
の
文
書
合
意
を
結
ん
だ

結
果
、
第
三
次
ス
ト
ラ
イ
キ
突
入

が
避
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
経
過

措
置
は
廃
止
あ
り
き
で
は
な
い
と

の
考
え
を
示
し
、
継
続
に
向
け
た

取
り
組
み
を
求
め
る
と
と
も
に
、

次
回
の
団
体
交
渉
で
も
再
度
質
問

す
る
と
予
告
し
た
。

六
月
十
二
日
、
長
崎
地
区
本
部
で
は
、

佐
世
保
基
地
前
に
お
い
て
座
り
込
み
行
動

を
実
施
し
た
。

こ
れ
は
消
防
部
に
お
い
て
、
本
年
六
月

期
定
年
退
職
予
定
者
の
高
齢
従
業
員
継
続

雇
用
に
関
し
て
、
年
金
支
給
ま
で
雇
用
す

る
制
度
の
主
旨
に
反
し
て
、
六
ヶ
月
の
み

を
雇
用
と
し
た
人
事
措
置
、
ま
た
Ｉ
Ｈ
Ａ

職
場
で
は
三
条
件
を
満
た
す
従
業
員
へ
の

継
続
打
ち
切
り
決
定
に
対
し
て
の
不
服
、

さ
ら
に
は
海
軍
食
堂
に
お
け
る
職

場
問
題
（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
象
）

に
よ
る
不
当
制
裁
と
数
々
の
問
題

が
勃
発
し
て

い
る
中
で
、

い
っ
こ
う
に

解
決
し
よ
う

と
し
な
い
Ｈ

Ｒ
Ｏ
佐
世
保

の
消
極
的
な

姿
勢
に
対
し

て
の
抗
議
の

一
環
と
し
て

座
り
込
み
を

実
施
し
た
。
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沖
縄
の
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
で
は
本
年

の
六
月
期
の
高
齢
従
業
員
の
再
雇

用
に
際
し
、
週
三
十
時
間
勤
務
の

常
用
パ
ー
ト
の
導
入
を
画
策
し
、

「
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
た
い
希
望

者
」
に
ま
っ
た
く
無
視
を
し
た
人

事
措
置
を
断
行
し
た
。
こ
れ
に
反

対
す
る
沖
縄
地
区
本
部
は
一
週
間

で
二
万
六
千
筆
の
署
名
を
集
め
、

五
月
十
二
日
に
海
兵
隊
司
令
部
前

で
座
り
込
み
を
決
行
し
た
。

そ
も
そ
も
高
齢
従
業
員

制
度
は
公
的
年
金
と
の
連

携
を
図
る
こ
と
で
六
十
歳

を
超
え
た
生
活
を
確
保
す

る
こ
と
が
制
度
の
趣
旨
で

あ
り
、
賃
金
水
準
の
生
活

に
配
慮
し
定
年
年
齢
時
の

役
七
割
と
設
定
し
、
日
米

間
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、

防
衛
省
側
も
パ
ー
ト
で
は

な
く
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
再

雇
用
を
す
べ
き
と
の
立
場

で
米
側
と
交
渉
し
て
い
る
。

現
在
も
解
決
に
向
け
た
協

議
が
、
防
衛
省
と
米
軍
と

の
間
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。
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沖
縄
・
司
令
部
前
で
座
り
込
み

六
月
一
日
、
全
国
か
ら
五
七
名
の
組
合
員
・
組
合
役
員
が
防
衛
省
に
集
ま
り
、

雇
用
主
と
二
〇
一
二
年
度
の
大
衆
団
交
を
実
施
し
た
。

未
だ
決
着
し
な
い
二
〇
一
一
年
度
給
与
改
定
を
は
じ
め
、
格
差
給
・
語
学
手
当

の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
や
米
軍
再
編
に
伴
う
雇
用
へ
の
影
響
な
ど
、
当
面
の
課

題
に
つ
い
て
雇
用
主
の
考
え
を
質
す
と
と
も
に
、
組
合
が
提
出
し
て
い
る
『
労
働

条
件
等
の
改
善
申
入
れ
』
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
。

AAFESの再雇用・パート化に反対

７日間で２万６千筆の署名集約

人勧分の精算調整は調印が遅れ

減額調整額の負担増が懸念

全国から集い大衆団交を決行

佐
世
保
で
も
諸
問
題
で
座
り
込
み

特例法7.8％は断固反対！

消防で６ヶ月間だけの再雇用

海軍食堂での不当制裁に反対
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海
の
家
割
引
券
あ
り
ま
す

6月16日の駐健保主催の紫陽花祭り＆アサヒビール工場見学

ウォーキング・ハイキングに参加しました。

あいにくの雨で参加者が少なく残念。でも紫陽花とハナア

オイが満開！さらにはビール工場ではビールの試飲で3杯ほど

いただき、『ほろ酔い気分』とても楽しいツアーでした。

次回のサントリービール工場見学もぜったい参加しよっと！

連合神奈川で組織している『チームVネット』では、東日本大

震災の被災地で活動する災害ボランティアを派遣しております。

組合ではこれまで被災地の片付け、メーデーの時は3．11パズル

や募金の為のたい焼き売りなどのお手伝いしてきました。

組合は従業員の数多くの方々が、被災地へ赴きボランティアを

していることをよく聞きます。今回、さがみ野支部では組合員で

志のある方に登録していただき、その中で被災地へ派遣要請があっ

た場合に情報を流して、ボランティア希望者のお手伝いをします。

被災地への派遣は1日から4日間位で、連合からバス代の補助も

ある他に、夏は被災地の子供を神奈川に呼んで、キャンプの企画

もしています。関心のある方は組合にお名前、連絡先（携帯等）

をお伝え下さい。後日こちらから連絡いたします。 担当：山田

潮干狩りバスツアー

ＩＮ 富津海岸

お 詫 び

座間分会書記局の全労済新団体年金の件

１．経緯

さる2010年12月に全労済の団体年金の新団体年金への切り

替えがありました。切り替え時、掛け金の変更も受け付ける

事となり、組合員10人の方々から増額の申請を受け処理を行

いました。しかし、増額の処理を本来であれば同年11月支給

の給与より増額分を引き去りしなければならないところ、増

額変更月を誤り１カ月遅れの同年12月支給の給与からの引き

去り開始となり、１カ月の遅れ分は立て替え金となってしま

いました。

当時、事件後の会計処理の見直し及びシステム化に着手し、

一般会計等を優先事項として源泉のシステム化と事務処理の

チェック体制の確立を進め、その後、源泉処理のチェック体

制を整え源泉台帳の精査を行いました。

今回の引き去りミスは、台帳のチェックにより見つけ出しま

したが、台帳の精査に１年の時間がかかり、今回の当該の組

合員の皆様にご迷惑をお掛けすることとなってしまいました。

２．今後の対策

今後は、専従者がいない現在、チェック体制を見直し及び

業務の見直しにより、ミスの早期発見と対処を速やかに行う

体制を確立していく所存です。

今回の不手際の責任は、執行部及び書記局を統括する委員

長である私にあります。事件後、組合の信頼回復に努めてま

いりましたが、今後同じような不手際を起こし組合員からの

信頼を失う事が無きよう改めて執行部・書記局に周知、徹底

いたします。また、私自身も今一度改め今後の職務に努めて

いきます。

さがみ野支部執行委員長 塩脇雅孝

6月9日小雨が降る中、千葉県富津海岸に潮干狩りに出掛けました。

まだ震災の影響なのか、少し不安があるのか参加者は少なめでした。

現地に着いたら雨も気にならない程度で、集合写真を撮ったらいざ

海岸へ！海岸はたくさんの人で賑い、アサリも例年以上に大粒で、

たくさんの蛤に大満足。みんな大漁にアサリや蛤を採り楽しい一日

でした。帰りに海ほたるへ寄り買い物、この日は海ほたる（本物の

生物）の展示があり、初めて海ほたるの発光を見ました！水槽の中

で青く輝く海ほたるは綺麗でした。帰りも道が空いていて思ったよ

り早く帰宅でき、夕飯には美味しくアサリも食べれて楽しい一日を

過ごせました。 文体部長 大井

座間、相模、富士の組合事務所に取りに来て下さい。

被災地ボランティアの登録

次回のお知らせ
実施日 ：7月2１日（土）

ツアー名：府中郷土の森とサントリービール工場見学

集合場所：JR府中本町改札

出発時間：9：３０

雨天時確認ダイヤル090－4622－0451

駐健保ウォーキング＆ハイキング

開成町・紫陽花祭


